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要　
　

旨

本
学
文
化
学
部
が
開
講
す
る
学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
で
は
、

近
世
京
都
の
有
力
商
家
（
薪
炭
商
）
で
あ
る
小
山
家
に
伝
来
し
た
美
術
作
品
の

調
査
を
平
成
二
十
六
年
度
よ
り
行
っ
て
い
る
。
現
在
、小
山
家
伝
来
の
美
術
作

品
に
関
す
る
調
査
研
究
は
転
換
点
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
特
に
美
術
史
的

観
点
か
ら
の
分
析
を
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
本
年
度
は
小
山
家
伝
来
品

の
中
の
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
分
析
に
重
点
を
置
き
、本
作
品
と
の
関

連
が
予
想
さ
れ
る
聖
護
院
蔵 

鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
調
査
を

実
施
し
た
。
ま
た
調
査
に
は
「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
の
履
修
生
を
同
行
さ
せ
た
。

最
初
に
本
科
目
の
問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
主
担
当
の
鈴
木
久
男
が
報
告

し
、
続
い
て
、
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
本

科
目
の
美
術
分
野
を
分
担
す
る
吉
田
卓
爾
が
記
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
小
山
家
、
薪
炭
商
、
聖
護
院
、
博
物
館
実
習
、
鶴
澤
派

一
、
は
じ
め
に

学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
で
は
実
習
の
一
環
と
し
て
、小
山
家
か

ら
借
用
し
て
い
る
資
料
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
屏

風
や
掛
軸
と
い
っ
た
美
術
作
品
を
対
象
に
加
え
、現
在
ま
で
に
六
曲
一
隻
の
屏
風

三
件
、
二
隻
一
双
の
屏
風
一
件
、
単
幅
の
掛
軸
二
件
、
対
幅
の
掛
軸
一
件
、
計
七

件
の
調
査
を
終
え
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
は
、京
都
産
業
大
学
む
す

び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ミ
ニ
企
画
展
「
屏
風
展
」
と
題
し
て
、

実
習
の
際
に
調
査
対
象
と
な
っ
た
屏
風
三
点
を
一
般
に
公
開
す
る
機
会
も
得
た
。

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
明
ら
か
と
な
っ
た
点
、主
に
小
山
家
に
伝
来
す

る
美
術
作
品
の
概
要
に
つ
い
て
は
拙
稿（

1
）に

お
い
て
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
。

現
在
、
小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
に
関
す
る
調
査
研
究
は
転
換
点
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
。
小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
作
品
は
優
品
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
方

近
世
京
都
の
有
力
商
家
、
薪
炭
商
小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
作
品
の
調
査
研
究
③

│
聖
護
院
蔵 

鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
調
査
報
告
を
中
心
に
│

鈴　
　

木　
　

久　
　

男

吉　
　

田　
　

卓　
　

爾
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で
、近
世
京
都
の
有
力
商
家
あ
る
い
は
薪
炭
商
に
お
け
る
美
術
品
の
受
容
状
況
や

使
用
目
的
等
を
知
り
得
る
資
料
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
い
る
。
即
ち
、単
な
る

美
術
史
的
観
点
か
ら
の
評
価
に
は
限
界
が
あ
り
、美
術
作
品
以
外
の
伝
来
品
や
古

文
書
等
の
分
析
を
含
め
た
総
合
的
な
視
点
か
ら
の
評
価
を
必
要
と
す
る
段
階
に

あ
る
。
元
来
、
小
山
家
伝
来
品
の
調
査
研
究
は
本
学
の
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
で
あ
り
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
事
業
と

し
て
報
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

本
稿
は
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
今
後
の
活
動

に
僅
か
で
も
寄
与
す
る
内
容
と
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、改
め
て
美
術
史
的
観
点

か
ら
小
山
家
伝
来
品
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。本
年
度
は
小
山
家
伝

来
品
の
中
の
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉（
図
1
）
の
分
析
に
重
点
を
置
き
、
六

月
十
八
日
、
聖
護
院
に
お
い
て
本
作
品
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
鶴
澤
探
鯨
筆

〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
図
2
）
の
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た
調
査
当
日
は
、聖
護

院
門
跡
執
事
長
中
村
覚
祐
様
の
寛
大
な
御
裁
量
と
教
務
主
事
佐
藤
浄
雲
様
の
御

協
力
を
賜
り
、
調
査
対
象
に
一
切
触
れ
さ
せ
な
い
、
調
査
対
象
に
危
険
が
及
ぶ
場

所
に
は
一
切
近
付
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
条
件
に
、「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
の
調

査
実
習
の
一
環
と
し
て
、履
修
生
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
履
修
生
に
緊

張
感
を
伴
う
実
際
の
調
査
現
場
の
雰
囲
気
を
経
験
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、学
芸
員

課
程
に
と
っ
て
甚
だ
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
以
下
、「
博
物
館
実
習
Ⅱ
」
及
び
学

芸
員
課
程
の
問
題
点
と
課
題
、聖
護
院
本
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の

調
査
報
告
、聖
護
院
本
と
小
山
家
本
と
の
関
係
性
と
い
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
記
す

こ
と
と
す
る
。

二
、
聖
護
院
所
蔵
「
琴
棋
書
画
図
屏
風
」
の
調
査

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
京
都
産
業
大
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、下

嵯
峨
に
所
在
す
る
小
山
家
に
伝
来
し
た
文
化
財
を
調
査
し
、
そ
の
一
端
を
平
成

二
十
五
年
に
企
画
展
と
し
て
公
開
し
た
。
そ
の
後
も
資
料
調
査
を
継
続
し
て
お

り
、
そ
の
実
態
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
平
成
二
十
六
年
に
は
、
博
物

館
実
習
で
調
査
し
た
屏
風
を
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
協
力
を
得
て
、
ミ
ニ
企
画
と
し
て

「
屏
風
展
」
を
開
催
し
た
。

調
査
概
要

平
成
二
十
八
年
度
は
、〈
西
王
母
東
王
父
屏
風
〉
の
研
究
を
更
に
深
め
る
こ
と

と
京
都
産
業
大
学
学
芸
員
実
習
内
容
の
充
実
と
を
目
的
に
、京
都
市
左
京
区
聖
護

院
中
町
に
所
在
す
る
本
山
修
験
宗
総
本
山
聖
護
院
に
、〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
六

曲
一
双
）
の
調
査
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、快
諾
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ

で
、
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
浅
子
里
絵
、
木
村
大
輔
、
小
出
治
都
子
、
川

上
由
里
絵
と
鈴
木
、吉
田
で
「
琴
棋
書
画
図
屏
風
」
の
調
査
を
実
施
し
た
。
加
え

て
、
博
物
館
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
の
履
修
生
も
見
学
実
習
と
し
て
調
査
に
参
加
し
た
。

平
成
二
十
八
年
六
月
十
八
日
（
土
）
の
十
時
か
ら
十
六
時
に
か
け
て
、寺
院
関

係
者
立
会
の
も
と
に
聖
護
院
境
内
の
施
設
で
調
査
を
行
っ
た
。
今
回
の
調
査
は
、

写
真
撮
影
（
全
景
と
細
部
）
を
カ
メ
ラ
二
台
で
分
担
し
な
が
ら
実
施
し
た
。
計
測

は
写
真
撮
影
後
に
全
員
で
行
っ
た
。
調
査
開
始
早
々
、一
扇
目
が
外
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
た
め
、
自
立
に
よ
る
全
景
写
真
は
中
止
し
た
。
二
隻
は
、
五
扇
と

六
扇
の
二
扇
が
外
れ
て
い
る
た
め
、
自
立
に
よ
る
全
景
写
真
は
変
更
し
た
。

実
習
生
へ
は
、
三
題
の
課
題
を
課
し
、
後
日
実
習
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
提
出
す
る
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よ
う
に
指
示
し
た
。
課
題
一
は
「
美
術
作
品
（
文
化
財
）
の
調
査
に
お
い
て
必
要

な
機
材
や
道
具
に
つ
い
て
、
ま
た
事
前
に
相
談
し
、
準
備
し
て
お
い
た
り
、
取
り

決
め
て
お
い
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
な
さ
い
」。
課
題
二
は
「
聖
護
院

で
の
調
査
の
様
子
を
見
学
し
な
が
ら
、
気
づ
い
た
点
、
改
善
す
べ
き
と
考
え
た
点

な
ど
に
つ
い
て
書
き
な
さ
い
」。
課
題
三
は
、「
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏

風
〉
を
メ
イ
ン
に
壬
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
覧
会
を
行
う
と
仮
定
し
、
テ
ー
マ
、
展

示
内
容
、
展
示
構
成
、
展
示
方
法
に
つ
い
て
、
自
由
に
考
え
、
自
由
に
述
べ
な
さ

い
」
で
あ
っ
た
。

課
題
一
・
二
の
記
述
内
容
に
は
、「
役
割
分
担
の
重
要
性
と
必
要
性
」「
動
作
一

つ
一
つ
に
掛
け
声
を
出
し
、全
員
で
次
の
動
作
を
確
認
す
る
こ
と
の
重
要
性
」「
ど

ん
な
事
態
で
も
相
談
し
、最
良
の
方
法
を
導
き
出
す
努
力
」
な
ど
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
履
修
生
が
、学
芸
員
の
行
動
を
良
く
注
視
し
て
い
た
こ
と
の
証
で

あ
る
。
本
学
で
は
、今
回
の
よ
う
な
臨
地
に
お
け
る
本
格
的
な
調
査
実
習
の
経
験

が
少
な
い
た
め
、よ
い
経
験
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。課
題
三
に
つ
い
て
は
、色
々

な
意
見
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
充
分
論
議
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
充
分
な
事
前
学
習
を
実
施
し
た
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、

臨
地
実
習
で
し
か
体
験
で
き
な
い
、
学
芸
員
の
動
作
や
調
査
の
流
れ
、
調
査
場
所

の
環
境
な
ど
を
多
角
的
に
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
。
学
生
に
直
接
資
料
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、緊
張
し
た
空
間

で
の
実
習
は
、資
料
に
触
れ
な
く
て
も
教
育
効
果
は
十
分
得
ら
れ
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
。
た
だ
し
、こ
う
し
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。聖
護
院
関
係
者
の
ご
厚
情
と
学
校
教
育
へ
の
ご
理
解
に
感
謝
を
申
し
あ
げ

た
い
。

三
、
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖
護
院
）
の
分
析

（
一
）
調
査
に
至
っ
た
経
緯

最
初
に
、
小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
分
析
に
際
し
て
、
鶴
澤
探

鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖
護
院
）
の
調
査
を
実
施
し
た
経
緯
を
簡
潔
に
述

べ
て
お
き
た
い
。
小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
に
は
落
款
及
び
印
章
が

入
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、伝
来
過
程
等
を
示
す
資
料
も
存
在
し
な
い
。
作
品
の
基
本

情
報
で
あ
る
作
者
及
び
制
作
年
代
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、
作
品
そ
の
も
の
、

絵
画
表
現
そ
の
も
の
か
ら
情
報
を
抽
出
し
、絵
画
史
的
視
点
か
ら
本
作
品
を
位
置

づ
け
る
と
い
う
方
法
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
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前
回
の
調
査
報
告（

2
）に

お
い
て
は
、
第
一
点
目
に
小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父

図
屏
風
〉
の
構
図
が
、狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
屏
風
に

類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
で
、小
山
家
本
と
構
図
の
類
似
す
る
作

例
は
、
狩
野
派
の
系
譜
に
連
な
る
山
本
素
軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
宮
内
庁

京
都
事
務
所
）（
図
3
）
の
う
ち
の
右
隻
、
鶴
澤
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉

（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）（
図
4
）
の
う
ち
の
右
隻
、鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画

図
屏
風
〉（
聖
護
院
）（
図
）
の
う
ち
の
右
隻
、葆
光
斎
筆
〈
美
人
琴
棋
書
画
図
屏

風
〉（
名
古
屋
城
）
の
右
隻
な
ど
、
時
代
や
画
家
系
統
が
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。

小
山
家
本
の
作
者
が
如
何
な
る
作
例
に
基
づ
い
て
制
作
を
行
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
点
に
ま
で
は
考
察
が
及
ん
で
い
な
い
。

ま
た
前
回
の
報
告
で
は
第
二
点
目
に
、
人
物
表
現
の
分
析
結
果
に
基
づ
き
、
小

山
家
本
は
専
門
画
家
が
様
々
な
技
術
を
習
得
し
、
ま
た
画
題
を
勉
強
し
、
構
想
を

練
り
上
げ
て
制
作
し
た
、
い
わ
ゆ
る
本
画
に
あ
た
る
よ
う
な
絵
画
作
品
で
は
な

く
、模
写
も
し
く
は
下
書
き
に
近
い
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ
作
品
で
あ
る
と
指
摘

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、円
山
四
条
派
の
画
家
や
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
活
躍
し
た

画
家
の
場
合
、狩
野
派
や
鶴
澤
派
と
い
っ
た
絵
師
集
団
に
属
す
る
画
家
と
は
根
本

的
に
制
作
態
度
を
異
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
拙
稿（

3
）に

お
け
る
『
専
門
画
家
』
の

語
は
狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
画
家
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、円
山
四
条
派

の
画
家
や
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
画
家
も
専
門
画
家
に
他
な
ら
な

い
。先

に
挙
げ
た
諸
作
品
の
中
の
、
ど
の
作
例
と
近
い
関
係
に
あ
る
の
か
、
或
い

は
、
ど
の
画
家
の
表
現
に
類
似
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
明
確
に
し
な
け
れ

ば
、小
山
家
本
が
有
す
る
絵
画
的
特
徴
や
歴
史
的
価
値
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と

は
で
き
ま
い
。
本
課
題
で
は
、主
題
や
構
図
が
類
似
す
る
作
品
と
の
詳
細
な
比
較

分
析
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、当
該
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
分
析

す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、本
年
度
は
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖

護
院
）
の
現
物
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
二
）
先
行
研
究
に
お
け
る
鶴
澤
探
鯨
の
評
価

鶴
澤
派
の
研
究
は
、ま
と
ま
り
の
あ
る
確
か
な
現
存
作
例
が
狩
野
派
や
土
佐
派

に
比
し
て
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、歴
代
の
表
現
の
特
徴
や
他
派
と
の
影
響
関
係
に

つ
い
て
は
未
だ
に
十
分
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
が
瞥
見
す
る
限
り
、

代
表
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
佐
々
木
丞
平
氏（

4
）、

野
口
剛
氏（

5
）、

五
十
嵐
公
一
氏（

6
）

の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
各
研
究
に
お
い
て
は
、鶴
澤
派
が
絵
画
史

的
展
開
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
や
、狩
野
派
と
は
異
な
る
鶴
澤
派
と
い
う
画
派

の
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。鶴
澤
派
の
存
在
を
広
く
世
間
に

紹
介
し
、鶴
澤
派
が
果
た
し
た
絵
画
史
的
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
し
た
と
い

う
点
で
、
諸
先
学
が
果
た
し
た
役
割
は
甚
だ
大
き
い
。
そ
こ
で
、
鶴
澤
探
鯨
筆

〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖
護
院
）
に
つ
い
て
具
体
的
な
分
析
を
行
う
前
に
、鶴
澤

探
鯨
を
中
心
と
し
て
、
鶴
澤
派
の
展
開
に
つ
い
て
、
諸
先
学
の
研
究
に
依
拠
し
な

が
ら
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

鶴
澤
派
の
展
開
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、鶴
澤
派
の
形
成
に
大
き
く
関
わ

る
初
代
探
山
、
二
代
探
鯨
、
三
代
探
索
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
業
と
画
風
で
あ
る
。
初

代
探
山
の
画
風
が
師
狩
野
探
幽
の
そ
れ
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

二
代
探
鯨
の
画
風
に
京
都
と
い
う
地
域
特
有
の
絵
画
的
伝
統
の
影
響
が
見
ら
れ
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る
こ
と
、三
代
探
索
の
画
風
に
は
初
代
探
山
回
帰
の
傾
向
が
あ
る
と
い
う
見
方
が

殆
ど
の
先
行
研
究
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
る（

7
）。

即
ち
初
代
探
山
に
つ
い
て
佐
々
木
丞
平
氏
は
具
体
例
と
し
て
探
山
に
よ
る〈
寿

老
松
鶴
竹
鶴
図
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、〈
鉄
拐
山
水
図
〉、〈
文
宣
王
像
〉、

〈
伊
勢
大
輔
図
〉
を
挙
げ
、「
い
か
に
も
探
幽
の
忠
実
な
弟
子
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る（

8
）。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

同
様
に
五
十
嵐
氏
も
探
山
の
作
例
と
し
て
〈
寿
老
人
松
鶴
竹
鶴
図
〉（
七
宝
庵

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、〈
押
絵
貼
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、〈
林
和
靖
図
〉

（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
を
挙
げ
、
ま
た
〈
富
嶽
吉
野
竜
田
図
・
和
歌
賛
〉
に

描
か
れ
る
富
士
と
探
幽
筆
〈
富
士
山
図
〉（
静
岡
県
立
美
術
館
）
と
の
類
似
を
指

摘
し
、「
探
幽
風
の
作
品
が
、
上
洛
し
た
探
山
に
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ（

9
）。」

と
さ
れ
て
い
る
。

二
代
探
鯨
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
氏
は
〈
黄
初
平
図
〉（
京
都
市
立
芸
術
大
学

芸
術
資
料
館
蔵
）
に
つ
い
て
「
探
幽
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
水
墨
に
よ
る
江
戸
狩

野
様
式
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
よ
う
な
作
品（

10
）」

と
評
さ
れ
る
一
方
、〈
群
鶴

図
〉（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
は
「
水
墨
に
よ
る
探
幽
風
の
楚
々
と
し
た
表
現
で
あ

り
な
が
ら
画
面
は
よ
く
整
理
さ
れ
、大
き
く
取
ら
れ
た
余
白
が
し
っ
か
り
と
し
た

空
間
を
表
現
し
て
い
る（

11
）。」、

ま
た
〈
琴
棋
書
画
図
〉（
聖
護
院
）
に
つ
い
て
は

「
伝
統
的
漢
画
の
画
題
で
あ
り
な
が
ら
、
青
金
、
赤
金
に
よ
る
箔
や
砂
子
を
多
用

し
た
装
飾
性
を
強
く
打
ち
出
し
、
か
つ
、
一
双
の
画
面
を
貫
く
地
形
の
安
定
感
、

樹
木
の
隈
取
り
等
、密
度
の
濃
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
点
は
京
狩
野
的
な
表
現
要

素
に
か
な
り
近
く（

12
）。」、

さ
ら
に
〈
十
二
富
士
〉（
聖
護
院
）
を
挙
げ
て
「
四
季
の

富
士
を
主
題
に
し
た
極
め
て
柔
和
な
大
和
絵
的
表
現
を
ご
く
自
然
に
試
み
て

い
る（

13
）。」

と
分
析
し
、
最
後
に
「
鶴
澤
派
は
探
鯨
に
お
い
て
大
き
く
変
化
し
た
と

思
わ
れ
る
。
京
都
と
い
う
地
域
性
の
中
に
根
付
き
、自
由
に
制
作
活
動
を
始
め
た

紛
れ
も
な
い
京
画
檀
の
画
家
に
な
っ
た
と
い
え
る（

14
）。」

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

五
十
嵐
氏
も
探
山
と
探
鯨
の
作
例
を
比
較
し
、
探
鯨
筆
〈
瀟
湘
八
景
図
屏
風
〉

（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
探
山
風
の
作
例
と
し
て
挙
げ
る
一
方
、
探
山
が
描

か
な
い
よ
う
な
作
品
と
し
て
〈
桜
雉
子
・
梅
金
鶏
図
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）、〈
草
花
図
屏
風
〉（
根
津
美
術
館
蔵
）
等
を
挙
げ
、「
探
鯨
の
時
代
、
鶴
澤
派

の
画
風
は
大
き
く
変
化
し
た
よ
う
だ（

15
）。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
代
探
索
の
画
風
に
つ
い
て
、佐
々
木
氏
は
探
鯨
の
弟
子
石
田
幽
汀
及
び
幽
汀

の
弟
子
円
山
応
挙
と
の
対
比
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
、「
応
挙
画
風
が
時
代
を
風
靡

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
探
索
は
そ
れ
か
ら
距
離
を
置
き
、む
し
ろ
狩
野
派
の
持
っ
て
い

た
伝
統
性
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
応
挙
画
風
と
の
違
い
を
際
立
た

せ
よ
う
と
す
る（

16
）。」

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、五
十
嵐
氏
は
三
代
探
索
に
つ
い
て
佐
々
木
氏
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
見

解
を
示
し
て
い
る
。〈
四
季
草
花
図
屏
風
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、〈
嵐
山
春

漁
図
・
和
歌
賛
〉（
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
例
に
挙
げ
、「
こ
れ
ら
は
、
探
山

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
探
鯨
も
描
か
な
か
っ
た
作
品
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う（

17
）。」

と
述
べ
ら
れ
、
探
鯨
以
上
に
画
風
の
幅
が
広
が
っ
た
と
見
做
さ
れ
て
い
る
。

一
見
す
る
と
両
氏
の
解
釈
は
異
な
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、佐
々
木
氏

は
個
々
の
作
品
解
説
に
お
い
て
は
、む
し
ろ
五
十
嵐
氏
と
同
様
の
解
釈
を
さ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
探
索
筆
〈
宇
治
製
茶
図
〉（
大
徳
寺
）
に
つ
い
て
「
金
雲

や
金
の
す
や
り
霞
に
よ
る
強
い
装
飾
性
、緑
青
に
よ
る
松
や
山
並
の
表
現
に
は
こ

の
時
期
の
京
画
檀
で
み
ら
れ
る
独
特
の
漢
画
と
大
和
絵
の
混
合
形
体
を
見
る
こ
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と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
、
肥
痩
の
少
な
い
、
整
理
さ
れ
た
輪
郭
線
に
よ
る
人
物

表
現
は
円
山
派
の
表
現
に
も
極
め
て
近
い
も
の
が
あ
る
。こ
う
し
た
探
索
の
絵
の

中
に
も
様
式
的
に
相
当
入
り
組
ん
だ
こ
の
時
代
の
様
相
を
見
る
こ
と
が
で

き
る（

18
）。」

と
さ
れ
、
探
索
の
作
品
に
父
探
鯨
や
祖
父
探
山
と
は
大
き
く
異
な
る
表

現
様
式
の
作
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉（
雲
華
院
）
の
中
に
父
探
鯨
が
描
い

た
〈
琴
棋
書
画
図
〉（
聖
護
院
）
に
類
似
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
、〈
松
鶴

図
〉（
洛
東
遺
芳
館
）
の
表
現
に
祖
父
探
山
の
作
品
に
回
帰
す
る
よ
う
な
描
写
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

19
）。

こ
こ
ま
で
、
先
行
研
究
の
指
摘
に
依
拠
し
な
が
ら
、
鶴
澤
派
初
代
探
山
か
ら
三

代
探
索
に
至
る
ま
で
の
画
風
の
変
遷
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
第
一
に
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
二
代
探
鯨
及
び
三
代
探
索
の
作
例
に
お

い
て
は
、
時
代
的
、
地
域
的
、
集
団
的
な
問
題
に
起
因
す
る
様
々
な
絵
画
的
要
素

が
複
雑
に
混
在
し
て
お
り
、
作
例
ご
と
に
情
報
を
抽
出
し
、
作
例
ご
と
の
表
現
の

特
徴
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、本
課
題
の
第
一
の
目
的
は
小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の

理
解
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
点
で
は
、
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
近
世

絵
画
史
の
展
開
の
中
で
も
特
に
、小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
と
同
様

の
構
図
や
主
題
を
有
す
る
作
品
に
お
け
る
表
現
の
展
開
に
論
点
を
限
定
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
と
同
様
の
構

図
や
主
題
を
有
す
る
基
準
作
例
を
比
較
対
象
と
し
、描
写
対
象
ご
と
の
比
較
分
析

を
丁
寧
に
行
う
こ
と
に
よ
り
有
効
な
分
析
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
次
項
で
は
、本
項
で
ま
と
め
た
初
代
探
山
か
ら
三
代
探
索
に
至
る
ま
で
の
絵

画
表
現
の
変
遷
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、現
物
調
査
を
実
施
し
た
聖
護
院
本
鶴
澤

探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
具
体
的
に
分
析
を
行

い
、
表
現
様
式
の
特
徴
か
ら
鶴
澤
探
鯨
に
つ
い
て
の
再
評
価
を
試
み
る
。

（
三
）
聖
護
院
本
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
分
析
と
鶴
澤
探
検
の
再
評
価

探
鯨
に
よ
る
聖
護
院
本
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
以
下
、「
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画

図
屏
風
〉」
と
称
す
る
）
の
特
徴
を
分
析
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
父
探
山
に

よ
る
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
以
下
、「
探
山
筆
〈
琴
棋

書
画
図
屏
風
〉」
と
称
す
る
）
で
あ
る
。
両
作
品
は
主
題
が
完
全
に
一
致
し
て
お

り
、恰
好
の
比
較
対
象
で
あ
る
。
一
点
だ
け
予
め
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
い

こ
と
は
、現
物
調
査
を
完
了
で
き
た
の
が
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
み
で

あ
り
、
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
に
つ
い
て
は
図
版（

20
）で

の
分
析
に
な
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
十
分
に
留
意
し
、現
段
階
で
明
確
に
し
得

な
い
点
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
の
見
通
し
を
述
べ
る
に
止
め
、
現
物
調
査
を
終

え
た
後
に
改
め
て
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。

最
初
に
両
作
品
の
構
図
の
比
較
か
ら
は
じ
め
る
。両
作
品
の
右
隻
の
構
図
を
確

認
し
て
い
く
と
、
画
面
右
下
、
す
な
わ
ち
第
二
扇
下
端
中
央
付
近
よ
り
第
一
扇
右

端
の
画
面
上
下
幅
の
真
ん
中
よ
り
も
や
や
下
辺
り
に
か
け
て
、岩
も
し
く
は
小
高

い
丘
が
配
さ
れ
る
。
ま
た
幹
の
形
や
配
置
が
異
な
る
も
の
の
、第
一
扇
に
は
太
い

松
の
幹
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
扇
上
端
中
央
付
近
よ
り
、
第
三
扇
と
第
四
扇
と
の
境
目
の
上
下
幅

の
真
ん
中
よ
り
も
や
や
上
方
に
か
け
て
、再
び
先
の
松
の
幹
よ
り
伸
び
る
枝
が
描

か
れ
、
第
二
扇
及
び
第
三
扇
で
は
、
松
の
枝
の
下
方
に
主
要
な
場
面
や
人
物
が
描
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き
込
ま
れ
る
。
琴
を
弾
く
人
物
が
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
で
は
第
二
扇
、

探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
で
は
第
三
扇
に
配
さ
れ
る
と
い
う
相
違
が
見
ら
れ

る
一
方
、琴
を
弾
く
人
物
の
形
体
そ
の
も
の
は
同
じ
図
様
を
反
転
さ
せ
た
か
の
如

く
類
似
し
て
い
る
。

更
に
は
、
第
四
扇
及
び
第
五
扇
の
上
方
に
遠
景
の
山
岳
表
現
を
配
し
、
第
五
扇

の
画
面
下
半
分
に
再
び
主
要
な
場
面
や
人
物
を
描
き
込
む
。
こ
こ
で
も
探
鯨
が

人
々
の
囲
碁
に
興
ず
る
様
子
を
地
上
の
場
面
と
し
て
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、探

山
は
船
上
の
場
面
と
し
て
描
く
と
い
う
相
違
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
探
山
の
描
写
で
は
、
囲
碁
盤
の
上
に
碁
石
入
れ
が
置
か
れ
た
ま
ま
の
状

態
に
な
っ
て
お
り
、
い
さ
さ
か
奇
怪
な
印
象
を
受
け
る
。
最
後
の
第
六
扇
で
は
、

両
作
品
と
も
画
面
左
方
に
大
き
な
空
間
が
確
保
さ
れ
、対
象
の
描
写
は
限
り
な
く

抑
え
ら
れ
て
い
る
。

左
隻
に
目
を
転
じ
る
と
、右
隻
第
六
扇
と
同
様
に
左
隻
第
一
扇
及
び
第
二
扇
の

上
方
に
は
大
き
な
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。ま
た
第
二
扇
下
方
に
は
水
流
が
描

か
れ
、探
鯨
の
作
品
で
は
画
面
下
方
に
水
流
に
向
か
っ
て
竿
を
伸
ば
す
童
子
が
二

人
描
か
れ
て
い
る
。第
三
扇
で
は
画
面
下
半
分
に
書
物
を
手
に
す
る
人
物
が
描
き

込
ま
れ
、上
半
分
に
は
左
上
よ
り
右
下
に
向
か
っ
て
伸
び
る
樹
木
の
枝
が
表
さ
れ

て
い
る
。
更
に
第
四
扇
で
は
画
面
下
半
分
に
、文
机
の
上
に
料
紙
を
広
げ
筆
を
手

に
す
る
人
物
が
描
か
れ
、画
面
上
半
分
に
は
樹
木
の
太
い
幹
が
描
き
込
ま
れ
て
い

る
。第

五
扇
及
び
第
六
扇
は
、探
鯨
の
作
品
で
は
自
然
景
の
中
に
軸
を
広
げ
て
鑑
賞

す
る
数
人
の
女
性
が
描
か
れ
る
の
に
対
し
、探
山
の
作
品
で
は
建
築
物
が
画
面
の

大
半
を
占
め
る
大
き
さ
で
描
か
れ
、
建
物
内
の
椅
子
に
女
性
と
老
人
が
腰
か
け
、

壁
に
軸
が
掛
け
ら
れ
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
通
り
、両
者
の
左
隻
第
四
扇
よ
り
第
六
扇
に
か
け
て
の
描
写
は
大
き
く

異
な
っ
て
お
り
、特
に
第
四
扇
の
文
机
に
料
紙
を
置
い
て
筆
を
手
に
す
る
人
物
に

関
し
て
、
探
鯨
の
作
品
で
は
料
紙
に
文
字
を
書
い
て
い
る
の
に
対
し
、
探
山
の
作

品
で
は
樹
木
の
枝
の
如
き
対
象
を
描
写
し
て
い
る
。こ
こ
に
は
看
過
で
き
な
い
問

題
が
あ
る
。
即
ち
、両
者
と
も
左
隻
第
五
扇
及
び
第
六
扇
に
お
い
て
琴
棋
書
画
の

「
画
」
に
当
た
る
部
分
を
描
写
し
て
お
り
、
左
隻
第
三
扇
及
び
第
四
扇
に
お
い
て

は
「
書
」
の
部
分
を
描
写
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、先
に

確
認
し
た
通
り
、探
山
は
第
四
扇
に
お
い
て
「
画
」
と
結
び
つ
く
よ
う
な
描
写
を

施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。や
は
り
此
処
は
探
鯨
の
よ
う
に
文
机
上
の
料
紙
に
は
絵

で
は
な
く
「
書
」
と
結
び
つ
く
文
字
を
描
き
込
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
隻
の
囲
碁

の
描
写
と
共
に
不
可
解
な
点
で
あ
る
。

両
作
品
の
構
図
の
比
較
か
ら
見
出
さ
れ
る
類
似
点
、具
体
的
に
は
右
隻
第
一
扇

や
左
隻
第
四
扇
か
ら
第
五
扇
に
か
け
て
描
か
れ
る
樹
木
の
幹
の
形
体
、右
隻
第
二

扇
か
ら
第
四
扇
ま
で
の
画
面
上
方
や
左
隻
第
二
扇
か
ら
第
三
扇
ま
で
の
画
面
上

方
に
配
さ
れ
る
枝
の
形
体
、
ま
た
、
琴
、
机
、
琴
を
弾
く
人
物
の
姿
勢
、
文
机
、

文
机
に
向
か
っ
て
筆
を
持
つ
人
物
の
姿
勢
な
ど
か
ら
は
、探
鯨
が
探
山
に
学
ん
で

い
る
こ
と
、ま
た
両
者
が
粉
本
や
過
去
の
狩
野
派
の
作
例
に
倣
っ
て
全
体
の
構
図

を
構
成
し
、
個
々
の
描
写
対
象
の
形
体
を
完
成
さ
せ
て
い
る
様
子
が
看
取
さ
れ

る
。
裏
を
返
せ
ば
両
作
品
の
相
違
点
、左
隻
第
五
扇
及
び
第
六
扇
の
構
図
や
人
物

の
配
置
の
相
違
に
関
し
て
も
、両
画
家
は
過
去
の
作
例
や
粉
本
に
倣
っ
て
画
面
を

完
成
さ
せ
て
い
る
と
見
做
さ
れ
る
。
即
ち
、
構
図
に
関
す
る
限
り
は
、
相
違
点
に

両
者
の
個
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
よ
り
も
、探
山
と
探
鯨
の
制
作
姿
勢
は
基
本
的
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に
一
貫
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
法
や
彩
色
技
法
、
空
間
表
現
と
い
っ
た
絵
画
様
式
に
関
す

る
部
分
に
着
目
す
る
と
、構
図
を
比
較
し
た
場
合
と
は
様
相
が
異
な
る
。
特
に
樹

木
の
描
写
方
法
に
は
大
き
な
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。

右
隻
第
三
扇
の
画
面
上
方
に
描
か
れ
た
松
の
枝
の
表
現
や
、右
隻
第
二
扇
の
画

面
上
下
幅
の
中
間
よ
り
も
や
や
上
方
に
中
景
と
し
て
描
き
込
ま
れ
た
梅
の
木
の

表
現
は
顕
著
な
例
で
あ
る
。
探
山
が
松
の
枝
の
先
端
や
梅
の
枝
を
、墨
の
濃
淡
を

利
用
し
な
が
ら
一
筆
で
描
き
上
げ
て
い
る
の
に
対
し
、探
鯨
は
松
の
枝
の
先
端
近

く
ま
で
濃
い
墨
で
輪
郭
を
描
き
起
し
、
輪
郭
の
内
側
に
は
彩
色
を
施
し
て
い
る
。

ま
た
探
鯨
は
右
隻
第
二
扇
の
梅
の
木
の
描
写
に
お
い
て
、第
三
扇
の
松
の
枝
を

象
っ
た
輪
郭
線
よ
り
も
淡
い
墨
で
梅
の
枝
の
輪
郭
線
を
描
写
し
て
お
り
、近
景
と

中
景
と
の
距
離
の
相
違
や
対
象
の
寸
法
の
相
違
に
ま
で
配
慮
し
て
、墨
の
濃
淡
や

描
線
の
幅
を
描
き
分
け
て
い
る
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。探
山
の
松
と
梅
の
描
写
に

お
い
て
も
対
象
と
の
距
離
や
対
象
の
寸
法
を
意
識
し
た
墨
の
濃
淡
の
描
き
分
け

が
な
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、右
隻
第
一
扇
の
画
面
右
端
か
ら
左
方
に
伸
び
る
近

景
の
松
の
枝
の
表
現
に
お
い
て
は
先
端
付
近
ま
で
輪
郭
線
を
描
こ
う
と
す
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
、先
の
第
二
扇
の
梅
や
第
三
扇
の
松
の
枝
の
表
現
と
の
描
き
分

け
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、右
隻
第
一
扇
及
び
第
二
扇
の
画
面
上
方
に
描
き
込
ま
れ
た
藁
葺
き
屋

根
と
遠
景
の
樹
木
と
の
位
置
関
係
、
両
者
を
象
る
描
線
の
幅
や
墨
の
濃
淡
、
更
に

は
右
隻
第
四
扇
及
び
第
五
扇
の
上
方
に
遠
景
と
し
て
描
き
込
ま
れ
た
山
岳
表
現

を
象
る
輪
郭
線
の
表
現
に
も
、画
面
空
間
の
遠
近
関
係
を
意
識
し
て
い
る
様
子
は

見
受
け
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
は
、探
山
は
墨
の
濃
淡
の
使
い
分
け
や
個
々
の
対
象
の
描
写
に
お
い
て

探
幽
譲
り
と
い
わ
れ
る
卓
越
し
た
技
術
を
見
せ
る
一
方
で
、墨
の
濃
淡
や
描
線
の

幅
の
描
き
分
け
と
画
面
空
間
に
お
け
る
各
対
象
の
位
置
や
寸
法
と
の
関
係
と
い

う
点
に
お
い
て
は
未
だ
発
展
段
階
に
あ
る
。

画
面
空
間
に
対
す
る
両
者
の
認
識
の
相
違
は
、金
箔
や
金
砂
子
に
よ
る
装
飾
方

法
に
も
表
れ
て
い
る
。
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
で
は
箔
の
使
用
は
認
め
ら

れ
ず
、赤
金
と
青
金
と
目
さ
れ
る
二
色
の
金
砂
子
が
画
面
内
の
余
白
及
び
対
象
が

描
き
込
ま
れ
て
い
な
い
地
面
の
一
部
に
蒔
か
れ
て
い
る（

21
）。

こ
こ
で
は
、
砂
子
が

画
面
全
体
の
装
飾
性
を
高
め
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
砂
子
を
施
す
位
置
や
量
、

赤
金
・
青
金
の
使
い
分
け
と
画
面
空
間
と
は
殆
ど
関
係
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

左
隻
第
一
扇
及
び
第
二
扇
に
お
い
て
は
、画
面
上
方
の
遠
景
の
山
岳
表
現
と
画

面
下
方
の
近
景
の
水
流
や
岸
辺
と
の
間
に
設
け
ら
れ
た
大
胆
な
余
白
を
埋
め
る

よ
う
に
配
さ
れ
、
空
間
の
間
延
び
を
防
ぐ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
他

の
使
用
例
と
併
せ
て
判
断
す
れ
ば
、緻
密
な
計
画
の
上
で
の
表
現
と
は
見
做
し
難

い
。一

方
、
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
で
は
、
赤
金
と
青
金
と
目
さ
れ
る
二
色

の
金
砂
子
と
共
に
金
箔
も
用
い
ら
れ
て
い
る（

22
）。

各
描
写
対
象
の
間
に
複
雑
に
配

さ
れ
た
金
箔
と
砂
子
の
表
現
は
、描
写
対
象
同
士
の
位
置
関
係
を
明
確
に
す
る
か

の
よ
う
に
、画
面
手
前
か
ら
奥
行
き
方
向
へ
と
展
開
す
る
何
層
も
の
空
間
を
違
和

感
な
く
接
続
す
る
段
階
に
あ
る
。両
者
の
金
箔
や
金
砂
子
に
対
す
る
認
識
の
違
い

は
、先
の
墨
の
濃
淡
の
変
化
や
描
線
の
幅
の
描
き
分
け
に
お
い
て
確
認
し
た
相
違

に
通
じ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、探
鯨
が
如
何
な
る
背
景
の
中
で
父
探
山
を
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凌
ぐ
ほ
ど
の
技
術
を
獲
得
し
、
鶴
澤
派
の
礎
を
築
く
役
割
を
果
た
し
得
た
の
か
、

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、絵
画
的
伝
統
が
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
京
都
と
い
う

地
域
的
な
点
に
要
因
を
求
め
る
見
解
が
多
い（

23
）。

こ
の
見
解
に
異
論
は
な
い
が
、

先
行
研
究
に
お
い
て
絵
画
表
現
の
問
題
に
関
し
て
具
体
的
な
検
証
が
な
さ
れ
る

こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

作
例
が
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、具
体
的
な
検
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、探
幽
の
門
人
と
さ
れ
る
山
本
素
軒
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
〈
琴
棋
書
画

図
屏
風
〉（
宮
内
庁
京
都
事
務
所
蔵
、以
下
「
素
軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉」
と

称
す
る
）
は
、探
鯨
と
い
う
画
家
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
重
要
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
こ
で
、次
に
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
と
素

軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

素
軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
構
図
か
ら

個
々
の
描
写
対
象
の
形
体
に
至
る
ま
で
、探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
と
驚
く

ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
度
々
触
れ
て
い
る
通
り
、過
去
の
作
例
や
粉

本
に
倣
っ
て
制
作
す
る
と
い
う
こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
当
時
に
お
い

て
は
、同
じ
主
題
の
作
品
が
酷
似
し
た
も
の
に
な
る
こ
と
も
日
常
的
に
有
り
得
た

こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、探
鯨
に
よ
る
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
が
父
探
山
の
〈
琴

棋
書
画
図
屏
風
〉
で
は
な
く
、競
合
相
手
と
も
成
り
得
る
同
門
の
素
軒
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
と
素
軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
と
を
比
較
す

る
と
、両
者
の
類
似
点
は
構
図
や
個
々
の
描
写
対
象
の
形
体
と
い
っ
た
形
式
的
な

部
分
に
と
ど
ま
ら
ず
、描
法
に
も
及
ん
で
い
る
。
例
え
ば
先
の
比
較
で
取
り
上
げ

た
、右
隻
第
三
扇
の
画
面
上
方
に
描
か
れ
た
松
の
枝
の
表
現
を
見
れ
ば
明
白
で
あ

る
。素

軒
も
松
の
枝
の
先
端
近
く
ま
で
濃
い
墨
で
輪
郭
線
を
象
り
、輪
郭
線
の
内
側

に
彩
色
を
施
し
て
い
る
。
両
者
の
松
の
葉
の
描
写
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、枝

の
表
現
に
お
い
て
は
探
鯨
と
素
軒
の
描
写
は
甚
だ
近
く
、探
山
の
そ
れ
と
は
大
き

く
相
違
し
て
い
る
。
即
ち
、探
鯨
は
父
探
山
が
墨
の
濃
淡
に
重
点
を
置
い
て
描
出

し
た
対
象
に
、素
軒
の
如
き
輪
郭
線
と
彩
色
と
に
よ
る
描
写
方
法
を
導
入
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
、
父
探
山
、
延
い
て
は
探
幽
か
ら
は
学
び
得
な

か
っ
た
彩
色
に
重
点
を
置
く
表
現
に
対
し
て
探
鯨
が
興
味
を
抱
い
て
い
た
様
子

が
表
れ
て
い
る
。探
鯨
は
素
軒
の
如
き
装
飾
性
を
強
く
打
ち
出
し
た
表
現
や
京
狩

野
的
な
表
現
を
貪
欲
な
姿
勢
で
習
得
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
月
堂
見
聞
集
』
巻
之
八（

24
）、「

女
御
々
殿
御
絵
之
間
」
の
条
に
は
、
女
御
々
殿

の
各
部
屋
の
襖
絵
の
画
題
と
筆
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、探
山
及
び
探

鯨
の
名
と
共
に
素
軒
の
後
を
継
い
だ
宗
川
（
数
馬
）
の
名
が
確
認
で
き
る
。
恐
ら

く
探
鯨
は
父
探
山
と
共
に
活
動
す
る
中
で
父
の
描
法
を
学
ぶ
一
方
、父
探
山
と
は

大
き
く
異
な
る
絵
画
の
在
り
方
に
も
注
意
を
向
け
、土
佐
派
の
如
き
大
和
絵
的
な

表
現
や
京
狩
野
の
如
き
装
飾
性
の
強
い
表
現
を
脇
目
に
見
な
が
ら
、時
に
は
他
派

の
表
現
を
間
近
で
修
得
す
る
機
会
を
伺
い
な
が
ら
制
作
活
動
に
従
事
し
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
、探
鯨
が
分
別
な
く
他
派
の
表
現
を
学
び
取
ろ
う
と
し
て
い
た
訳
で
は

な
い
こ
と
も
、
素
軒
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
と
の
比
較
に
よ
っ
て
鮮
明
に
な

る
。
右
隻
第
二
扇
の
画
面
上
方
描
か
れ
た
遠
景
の
滝
の
描
写
を
比
較
す
る
と
、素

軒
の
場
合
に
は
、
滝
の
流
れ
を
表
す
描
線
に
比
較
的
濃
い
墨
が
用
い
ら
れ
、
各
描

線
の
幅
の
変
化
も
比
較
的
少
な
く
、一
本
一
本
の
描
線
の
引
き
初
め
か
ら
引
き
終
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わ
り
ま
で
が
、
多
少
の
肥
痩
を
伴
い
な
が
ら
も
殆
ど
均
一
に
引
か
れ
て
い
る
。

一
方
、
探
鯨
の
場
合
に
は
、
水
流
の
前
後
関
係
を
示
す
か
の
よ
う
に
各
描
線
の

幅
に
変
化
が
見
ら
れ
、さ
ら
に
は
墨
の
濃
淡
の
変
化
も
見
ら
れ
る
。
一
本
一
本
の

描
線
の
引
き
初
め
か
ら
引
き
終
わ
り
ま
で
の
間
に
も
、描
線
の
幅
の
変
化
や
墨
の

濃
淡
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
探
鯨
の
描
き
分
け
は
、
素

軒
よ
り
も
む
し
ろ
父
探
山
の
筆
遣
い
に
近
い
表
現
で
あ
る
。

探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉、
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉、
素
軒
筆
〈
琴

棋
書
画
図
屏
風
〉、
上
記
三
作
品
に
つ
い
て
の
此
処
ま
で
の
比
較
か
ら
、
探
鯨
と

い
う
画
家
の
特
徴
が
僅
か
な
が
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。探

鯨
は
墨
の
濃
淡
や
描
線
の
変
化
に
重
点
を
置
く
父
探
山
の
表
現
を
礎
と
し
な
が

ら
、長
年
に
亘
っ
て
絵
画
の
伝
統
が
脈
々
と
継
承
さ
れ
て
き
た
京
都
に
お
け
る
土

佐
派
や
京
狩
野
に
連
な
る
他
派
の
画
家
の
表
現
、具
体
的
に
は
描
写
対
象
に
概
念

的
な
形
体
を
付
与
す
る
描
線
の
扱
い
や
彩
色
方
法
を
習
得
し
、多
種
多
様
な
表
現

技
法
に
抑
制
を
加
え
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
を
融
合
す
る
境
地
へ
と
達
し
て

い
る
。

探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
は
、過
去
の
作
例
や
粉
本
に
記
さ
れ
る
無
数
の

主
題
や
構
図
、
墨
の
濃
淡
や
描
線
の
変
化
、
彩
色
、
金
箔
、
砂
子
に
よ
る
装
飾
技

法
を
巧
み
に
操
り
、
筆
力
、
空
間
認
識
、
装
飾
性
と
い
っ
た
諸
々
の
要
素
を
高
い

次
元
で
処
理
し
得
る
段
階
に
あ
る
。
本
作
品
は
江
戸
狩
野
と
も
、
土
佐
派
と
も
、

京
狩
野
と
も
異
な
る
鶴
澤
派
の
特
徴
を
明
示
す
る
、探
鯨
の
最
重
要
作
例
の
一
つ

で
あ
る
。

以
上
の
分
析
は
、先
に
取
り
上
げ
た
佐
々
木
丞
平
氏
や
五
十
嵐
公
一
氏
の
探
鯨

に
対
す
る
評
価
と
も
矛
盾
し
な
い（

25
）。

ｄ
）、
鶴
澤
探
索
の
絵
画
表
現

前
項
で
は
鶴
澤
派
二
代
探
鯨
を
中
心
と
し
て
、初
代
探
山
か
ら
二
代
探
鯨
へ
と

至
る
絵
画
表
現
の
展
開
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
鶴
澤
派
の
礎
は
探
山
、
探
鯨
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
と
見
做
さ
れ
る
が
、
先
行
研
究
の
多
く
が
、
鶴
澤
派
の
地
位
が

確
立
さ
れ
る
時
期
を
三
代
探
索
以
降
と
し
て
お
り（

26
）、

小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王

父
図
屏
風
〉
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
上
で
は
、三
代
探
索
の
絵
画
表
現
に
つ
い

て
も
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
比
較
対
象
と
し
て
探
索
に
よ
る
雲
華
院
蔵
の
〈
唐
人
物
図
〉（
図
5
）

（
以
下
、「
探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉」
と
称
す
る
）
を
取
り
上
げ
る
。
残
念
な
が
ら

筆
者
の
管
見
の
範
囲
で
は
探
索
に
よ
る
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉
に
は
先
の
諸
作
品
と

同
様
に
画
面
左
端
に
松
の
幹
を
大
き
く
描
き
込
む
表
現
が
見
ら
れ
、書
物
を
手
に

す
る
人
物
や
文
机
上
に
料
紙
を
置
き
手
に
筆
を
持
つ
人
物
の
形
体
等
、先
の
諸
作

品
と
類
似
す
る
描
写
が
見
出
さ
れ
、
寸
法
も
概
ね
近
似
し
て
い
る
た
め
、
有
効
な

比
較
が
可
能
で
あ
る
。

前
項
ま
で
の
比
較
内
容
を
前
提
と
し
て
、探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉
右
よ
り
第
二

面
の
画
面
上
方
に
描
か
れ
た
松
の
枝
の
表
現
に
目
を
向
け
る
と
、祖
父
探
山
よ
り

も
父
探
鯨
に
近
い
描
写
が
確
認
で
き
る
。
即
ち
、枝
の
先
端
近
く
ま
で
輪
郭
線
を

象
り
、
そ
の
内
側
に
彩
色
を
施
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
探
鯨
に
よ
り
描
か
れ
た
松
の
輪
郭
線
に
比
し
て
、
探
索
が
引

く
輪
郭
線
は
墨
の
色
味
が
や
や
淡
く
、画
面
空
間
に
溶
け
込
ん
で
い
く
か
の
よ
う

で
あ
る
。
同
様
の
相
違
は
、探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉
右
よ
り
第
一
面
の
画
面
下
方

に
描
か
れ
た
岩
や
、右
よ
り
第
三
面
及
び
第
四
面
の
画
面
上
方
に
遠
景
と
し
て
描
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か
れ
た
山
岳
表
現
に
お
い
て
一
層
顕
著
で
あ
る
。探
鯨
が
岩
や
山
岳
表
現
の
輪
郭

を
濃
い
墨
に
よ
っ
て
明
確
に
描
出
す
る
の
に
対
し
、探
索
は
探
鯨
に
比
し
て
淡
い

墨
を
用
い
、彩
色
の
階
調
と
調
和
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
岩
や
山
岳
表
現
の
輪
郭
を

描
写
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
探
索
の
描
写
方
法
は
、伝
統
的
な
漢
画
系
の
画
題

に
対
す
る
探
索
の
立
ち
位
置
を
明
瞭
に
示
し
て
お
り
、父
探
鯨
と
も
祖
父
探
山
と

も
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
興
味
深
い
こ
と
は
、彩
色
を
控
え
た
墨
に
よ
る
描
写
を
主

と
し
た
作
品
に
お
け
る
探
山
の
表
現
で
あ
る
。
探
索
に
よ
る
〈
松
鶴
図
〉（
洛
東

遺
芳
館
蔵
）（
図
6
）
と
探
山
に
よ
る
三
幅
対
の
〈
寿
老
人
松
鶴
竹
鶴
図
〉（
七
宝

庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
う
ち
の
右
幅
〈
松
鶴
図
〉（
図
7
）
と
を
比
較
す
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
松
の
表
現
で
あ
る
。一
見
す
る
と
両
者
の
表
現
は
類
似
し
て

い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、探
山
が
墨
の
微
妙
な
濃
淡
を
使
い
分
け
な
が

ら
も
、
松
の
幹
や
枝
を
象
る
輪
郭
線
の
描
出
を
明
瞭
に
意
識
し
て
い
る
の
に
対

し
、
探
索
の
場
合
は
墨
の
濃
淡
を
彩
色
の
如
く
用
い
て
松
の
幹
や
枝
を
描
出
し
、

輪
郭
線
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
意
識
は
一
切
な
い
。こ
れ
は
両
作
品
の
土
坡
の
表

現
や
鶴
の
嘴
の
表
現
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。以
上
の
よ
う
な

探
索
の
描
線
や
輪
郭
線
、
或
い
は
彩
色
に
対
す
る
認
識
は
、
先
の
探
鯨
筆
〈
琴
棋

書
画
図
屏
風
〉
と
探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉
と
の
比
較
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
相
違

に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
画
面
空
間
の
展
開
に
対
し
て
も
、
探
索
は
父
探
鯨
や
祖
父
探
山
と
は
異

な
る
認
識
を
示
し
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
通
り
、
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉

に
お
い
て
は
、
個
々
の
描
写
対
象
を
捉
え
る
距
離
や
寸
法
、
描
写
対
象
を
象
る
描

線
の
使
い
分
け
、
描
写
対
象
同
士
の
位
置
関
係
、
画
面
内
に
お
け
る
各
描
写
対
象

の
配
置
、と
い
っ
た
諸
々
の
要
素
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
空
間
表
現
に
曖
昧
な
点

が
見
ら
れ
、必
ず
し
も
整
合
性
の
取
れ
た
画
面
空
間
を
獲
得
す
る
段
階
に
は
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。

続
く
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
で
は
、画
面
空
間
の
展
開
に
対
す
る
認
識

が
改
善
さ
れ
、
先
に
挙
げ
た
諸
々
の
要
素
、
即
ち
対
象
を
描
写
す
る
距
離
や
寸
法

と
各
描
写
対
象
同
士
の
位
置
関
係
等
は
見
事
な
融
合
を
見
せ
、僅
か
二
メ
ー
ト
ル

に
も
満
た
な
い
画
面
上
下
幅
の
中
に
、
近
景
か
ら
中
景
、
中
景
か
ら
遠
景
へ
と
展

開
す
る
空
間
が
整
合
性
を
持
っ
て
描
出
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、中
景
と
い
う
微
妙

な
位
置
に
存
在
す
る
描
写
対
象
は
、探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
に
お
い
て
は

曖
昧
な
画
面
空
間
を
生
じ
る
要
因
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
た
が
、探
鯨
筆
〈
琴
棋

書
画
図
屏
風
〉
に
お
い
て
は
中
景
に
あ
た
る
位
置
、
す
な
わ
ち
、
横
方
向
に
展
開

す
る
画
面
に
お
い
て
近
景
と
遠
景
と
の
間
に
存
在
す
る
描
出
し
難
い
曖
昧
な
空

間
に
、
金
箔
、
赤
金
及
び
青
金
と
目
さ
れ
る
二
色
の
砂
子
を
効
果
的
に
配
し
、
探

山
の
作
品
に
見
ら
れ
た
画
面
空
間
の
曖
昧
さ
を
解
消
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉
に
お
い
て
は
、
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画

図
屏
風
〉に
お
い
て
画
面
全
体
の
半
分
以
上
の
面
積
を
覆
う
か
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
た
金
箔
及
び
砂
子
は
抑
制
さ
れ
て
お
り
、近
景
と
遠
景
と
の
間
の
微
妙
な

位
置
に
あ
る
中
景
の
描
写
対
象
を
積
極
的
に
表
現
し
な
が
ら
も
、整
合
性
の
取
れ

た
画
面
空
間
を
創
出
で
き
る
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉
右
よ

り
第
三
面
に
描
か
れ
た
画
面
手
前
の
書
を
手
に
す
る
諸
々
の
人
物
表
現
と
、画
面

上
方
に
描
き
込
ま
れ
た
遠
景
の
山
岳
表
現
と
の
関
係
性
を
見
る
と
、近
景
と
遠
景

と
の
間
に
存
在
す
る
水
流
の
表
現
の
配
置
や
向
き
、画
面
全
体
に
占
め
る
面
積
な

ど
、画
面
空
間
の
展
開
に
大
き
く
関
わ
る
描
写
対
象
の
配
置
や
寸
法
を
自
在
に
描
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き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

必
ず
し
も
画
家
と
し
て
の
優
劣
と
即
座
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、対
象

を
象
る
輪
郭
線
の
描
き
方
、
輪
郭
線
と
彩
色
と
の
調
和
、
近
景
か
ら
遠
景
へ
と
展

開
す
る
画
面
空
間
の
描
出
と
い
う
点
に
お
い
て
探
索
は
、父
探
鯨
も
祖
父
探
山
も

成
し
得
な
か
っ
た
技
術
を
獲
得
し
て
お
り
、探
索
独
自
の
新
た
な
境
地
を
見
せ
て

い
る
。四

、
小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
分
析

先
に
触
れ
た
通
り
、
筆
者
は
前
回
の
調
査
報
告
の
際
、
人
物
表
現
に
お
け
る
分

析
結
果
を
理
由
と
し
て
、
小
山
家
本
は
専
門
画
家
が
様
々
な
技
術
を
習
得
し
、
ま

た
画
題
を
勉
強
し
、
構
想
を
練
り
上
げ
て
制
作
し
た
、
い
わ
ゆ
る
本
画
に
あ
た
る

よ
う
な
絵
画
作
品
で
は
な
く
、模
写
も
し
く
は
下
書
き
に
近
い
要
素
を
多
分
に
含

ん
だ
作
品
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
っ
た
。こ
の
よ
う
な
小
山
家
本
に
対
す
る
見
方

は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
専
門
画
家
」
の
語
が
対
象
と

す
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、
今
一
度
、
筆
者
の
意
図
を
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

筆
者
は
「
専
門
画
家
」
の
語
を
狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
画
家
を
指
す
目
的
で
用
い

て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、狩
野
派
や
鶴
澤
派
の
画
家
が
描
く
絵
画
と
の
対

比
に
お
い
て
小
山
家
本
を
評
価
す
る
場
合
と
、狩
野
派
や
鶴
澤
派
に
学
ぶ
一
方
で

自
ら
の
表
現
を
探
究
し
た
円
山
四
条
派
の
画
家
や
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
活

躍
し
た
画
家
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
と
小
山
家
本
と
の
関
連
を
探
究
す
る

場
合
と
で
は
、
小
山
家
本
の
存
在
価
値
に
大
き
な
相
違
が
生
じ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
を
一
つ
一
つ
整
理
し
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
正

当
な
評
価
を
導
き
出
す
上
で
、狩
野
派
や
鶴
澤
派
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
作
品
と

本
作
品
と
の
比
較
は
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。

以
下
、前
節
で
の
考
察
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏

風
〉
の
絵
画
的
特
徴
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。
最
初
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、先
の

比
較
で
も
度
々
問
題
と
な
っ
た
第
二
扇
及
び
第
三
扇
の
画
面
上
方
に
描
き
込
ま

れ
た
松
の
枝
の
先
端
付
近
の
表
現
で
あ
る
。第
二
扇
に
お
い
て
は
辛
う
じ
て
枝
の

輪
郭
を
象
ろ
う
と
す
る
意
識
が
看
取
さ
れ
る
も
の
の
、第
三
扇
の
枝
の
表
現
に
お

い
て
は
枝
を
象
る
輪
郭
線
が
見
出
さ
れ
ず
、枝
の
先
端
よ
り
も
大
分
手
前
の
段
階

で
、
輪
郭
線
を
伴
う
表
現
か
ら
輪
郭
線
を
用
い
な
い
表
現
へ
と
転
換
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
枝
の
表
現
は
、
探
鯨
や
探
索
の
そ
れ
と
は
隔
た
り
が
あ
り
、
探
山

の
表
現
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
右

隻
第
三
扇
に
描
き
込
ま
れ
た
松
の
枝
の
形
体
と
小
山
家
本
第
三
扇
に
描
か
れ
た

松
の
枝
の
形
体
が
酷
似
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。
更
に
、〈
西
王
母
東
王
父
図

屏
風
〉
第
二
扇
、画
面
上
下
幅
の
真
ん
中
よ
り
僅
か
下
の
右
端
よ
り
左
上
方
に
伸

び
る
梅
の
描
写
に
お
い
て
も
、
輪
郭
線
を
積
極
的
に
描
き
出
す
表
現
は
見
ら
れ

ず
、
探
山
の
梅
の
描
写
に
類
似
し
て
い
る
。

探
山
と
い
う
固
有
名
と
本
作
品
と
を
結
び
つ
け
る
段
階
に
は
な
い
が
、い
ま
確

認
し
た
樹
木
の
形
体
や
樹
木
の
描
法
か
ら
は
、小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏

風
〉の
画
家
が
探
山
の
如
き
画
家
の
作
品
に
倣
っ
て
制
作
を
行
っ
て
い
る
様
子
が

垣
間
見
え
る
。

一
方
で
、〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
第
一
扇
に
大
き
く
描
か
れ
た
「
く
」
の

字
型
の
松
の
幹
の
形
体
は
、探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
右
隻
第
一
扇
に
も
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見
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
四
扇
か
ら
第
六
扇
に
か
け
て
は
、
東
王
父
を
主
と
し
た

近
景
と
山
岳
表
現
を
主
と
し
た
遠
景
と
の
間
に
殆
ど
対
象
が
描
き
込
ま
れ
ず
、広

大
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
画
面
空
間
の
展
開

は
、
対
象
同
士
の
位
置
関
係
な
ど
に
不
整
合
な
点
が
あ
っ
た
探
山
の
表
現
と
も
、

中
景
の
描
写
対
象
を
巧
み
に
描
き
分
け
、対
象
を
積
極
的
に
画
面
内
に
描
き
込
も

う
と
す
る
探
索
の
表
現
と
も
相
違
し
て
お
り
、探
鯨
に
よ
る
画
面
空
間
の
展
開
に

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

諸
作
品
の
構
図
や
絵
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図

屏
風
〉
に
は
画
面
内
に
描
か
れ
た
描
写
対
象
が
極
端
に
少
な
い
。
即
ち
、他
作
品

と
比
較
し
得
る
部
分
が
少
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、後
世
の
画
家
に
対
し
て
強
い

影
響
力
を
持
つ
構
図
や
空
間
表
現
の
分
析
結
果
は
甚
だ
重
要
で
あ
る
。

今
後
は
狩
野
派
の
作
例
も
含
め
て
広
く
関
連
作
品
の
調
査
を
継
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
途
中
経
過
と
し
て
、
仮
に
鶴
澤
派
の
展
開
を
基
に
小
山

家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、小
山
家
本

は
三
代
探
索
に
至
る
以
前
の
二
代
探
鯨
や
初
代
探
山
の
画
面
構
成
や
描
法
に
近

く
、
更
に
大
胆
な
見
通
し
を
立
て
る
な
ら
ば
、
今
後
は
第
一
に
初
代
探
山
や
探
山

の
周
辺
画
家
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
一
方
で
、小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
と
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画

図
屏
風
〉
と
の
間
に
存
在
す
る
個
々
の
描
写
対
象
に
お
け
る
表
現
の
不
一
致
は
、

〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉の
画
面
内
に
描
か
れ
た
描
写
対
象
の
少
な
さ
と
共
に
、

本
作
品
の
画
家
の
性
格
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
即
ち
、探
山
や
探
鯨
の
如

き
画
家
の
作
例
に
構
図
や
描
法
、
空
間
表
現
等
を
倣
う
一
方
で
、
人
物
表
現
や
環

境
描
写
の
細
部
に
お
い
て
は
自
ら
が
得
意
と
す
る
描
法
や
技
法
を
組
み
入
れ
る

と
い
う
制
作
過
程
は
、画
家
や
画
家
を
志
す
者
で
あ
れ
ば
誰
も
が
経
験
す
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
点
を
解
き
ほ
ぐ
し
、本
作
品
の
画
家
の
個
人
的
な
領
域
に
ま
で
接

近
で
き
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

五
、
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
の
画
家
や
制
作
時
期
に
関

す
る
新
た
な
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
作
品
と
の
関
連
が
期
待
さ

れ
、
実
際
に
現
地
に
て
現
物
調
査
を
実
施
し
た
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏

風
〉（
聖
護
院
）
を
中
心
に
諸
作
品
の
比
較
分
析
を
行
っ
た
。
最
後
に
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

聖
護
院
で
の
現
物
調
査
で
は
、
描
線
ご
と
の
表
現
の
相
違
、
彩
色
、
装
飾
技
法

を
初
め
と
し
て
、図
版
か
ら
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
報
が
数
多
く
存
在
す
る

こ
と
を
再
認
識
し
た
。
本
稿
に
お
け
る
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
及
び
小
山

家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
に
関
す
る
分
析
は
、現
物
調
査
が
あ
っ
て
こ
そ

の
成
果
で
あ
る
。

一
方
で
、
探
山
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉、
探
索
筆
〈
唐
人
物
図
〉、
素
軒
筆

〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
は
調
査
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
本
稿
で

は
最
低
限
の
考
察
に
留
ま
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
小
山
家
本〈
西
王
母
東
王
父
図

屏
風
〉
に
重
点
を
置
い
た
が
、小
山
家
に
は
他
に
石
田
友
汀
の
落
款
を
伴
う
屏
風

も
伝
来
し
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
、
現
物
調
査
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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ま
た
、
小
山
家
伝
来
の
美
術
作
品
に
関
す
る
調
査
研
究
は
、
美
術
史
的
観
点
と

は
異
な
る
、美
術
作
品
以
外
の
伝
来
品
や
古
文
書
等
の
分
析
を
含
め
た
総
合
的
な

視
点
か
ら
の
評
価
を
必
要
と
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
古
文
書
を
初
め
、改
め

て
小
山
家
の
伝
来
品
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。美
術

史
的
観
点
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
情
報
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
る
。

新
た
な
調
査
の
実
現
に
は
、第
一
に
小
山
家
の
方
々
の
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、第
二
に
は
小
山
家
伝
来
品
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
本
学
む
す
び
わ

ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
研
究
活
動
の
継
続
が
甚
だ
重
要
で
あ
る
。
や
が
て
、近
世
京

都
の
有
力
商
家
で
あ
る
薪
炭
商
小
山
家
に
伝
来
し
た
美
術
品
の
受
容
状
況
や
使

用
目
的
等
を
明
ら
か
に
で
き
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
、諸
条
件
の
整
備
に
取

り
組
む
つ
も
り
で
い
る
。

加
え
て
、調
査
研
究
に
関
す
る
課
題
と
共
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
文
化
財
の
保
護
・
保
存
の
問
題
で
あ
る
。
鈴
木
の
報
告
で
も
記
し
て
い

る
通
り
、
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
現
物
調
査
で
は
、
調
査
当
日
に
現
物

を
取
り
扱
う
中
で
右
隻
第
一
扇
及
び
左
隻
第
五
扇
、第
六
扇
が
屏
風
本
体
か
ら
完

全
に
独
立
し
た
状
態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。探
鯨
の
代
表
作
で
あ
る
本
作
品

を
現
状
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
引
き
継
げ
な
い
危
険
さ

え
あ
る
。
ま
た
、小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
も
痛
み
が
激
し
く
、所
々

で
裏
張
り
が
露
出
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
に

関
し
て
は
聖
護
院
の
方
々
と
、ま
た
小
山
家
本
〈
西
王
母
東
王
父
図
屏
風
〉
に
つ

い
て
は
小
山
家
及
び
本
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
方
々
と
連
携
し
、一
日

も
早
く
本
格
的
な
修
復
が
実
現
す
る
よ
う
、展
示
公
開
活
動
や
調
査
研
究
活
動
を

継
続
す
る
。

最
後
に
、本
課
題
は
学
芸
員
課
程
科
目
『
博
物
館
実
習
』
の
充
実
を
図
る
目
的

も
有
し
て
い
る
。
鈴
木
と
吉
田
は
『
博
物
館
実
習
』
に
つ
い
て
、緊
張
感
を
伴
う

実
際
の
調
査
現
場
や
学
芸
員
が
作
業
を
行
う
現
場
の
雰
囲
気
の
中
で
、生
き
た
教

材
と
対
峙
し
、自
ら
考
え
最
善
の
方
法
を
選
択
し
行
動
す
る
訓
練
の
場
と
捉
え
て

い
る
。
必
ず
し
も
計
画
通
り
に
進
む
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
も
の
の
、本
年
度
の

如
く
、
多
く
の
方
々
の
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り
、
質
の
高
い
実
習
が
実
現
し
て

い
る
。
よ
り
一
層
の
授
業
の
充
実
を
目
指
し
、引
き
続
き
様
々
な
授
業
の
在
り
方

を
提
案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
執
筆
担
当
―
一
と
五
を
鈴
木
・
吉
田
が
共
同
で
、
二
を
鈴
木
、
三
と
四
を
吉
田
が
担
当
。）

（
謝
辞
）

本
年
一
月
、小
山
家
第
十
六
代
当
主
の
小
山
勝
之
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
本
学
の
教
育
活
動
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
鶴
澤
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉
の
現
地
調
査
で
は
、
聖

護
院
門
跡
執
事
長
中
村
覚
祐
様
、
教
務
主
事
佐
藤
浄
雲
様
を
は
じ
め
、
聖
護
院
の

皆
様
の
多
大
な
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
も
御
理
解
い
た
だ
き
、寛
大
な
御
裁
量
を
賜
り
ま
し

た
。
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
と
御
礼
を
申
し
上
げ
た
く
、謝
辞
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
芸
員
課
程
科
目
「
博
物
館
実
習
Ⅰ
・

Ⅱ
」
の
充
実
に
は
、
本
学
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
協
力
が
不
可
欠
で
し

た
。
む
す
び
わ
ざ
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
学
芸
員
、
浅
子
里
絵
先
生
、
木
村
大
輔
先

生
、
小
出
治
都
子
先
生
、
川
上
由
里
絵
先
生
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
を
申
し
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上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

注（
1
）
拙
稿
。
1
、「
近
世
京
都
の
有
力
商
家
、
薪
炭
商
小
山
家
に
伝
来
す
る
美
術
作
品
の

調
査
研
究
―
学
芸
員
過
程
科
目
「
博
物
館
実
習
」
に
お
け
る
活
動
報
告
と
併
せ
て

―
『
京
都
産
業
大
学
論
集
』
人
文
科
学
系
列
第
四
九
号
・
社
会
科
学
系
列
第
三
三

号 

二
〇
一
六
年
三
月
、
2
、
共
著
「
近
世
京
都
の
有
力
商
家
、
薪
炭
商
小
山
家
に

伝
来
す
る
美
術
作
品
の
調
査
研
究
Ⅱ
―
調
査
済
作
品
に
お
け
る
絵
画
表
現
の
分
析

を
中
心
に
―
」『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
号 

二
〇
一
六

年
三
月

（
2
）
前
掲
書
注
1
。

（
3
）
前
掲
書
注
1
。 

（
4
）
佐
々
木
丞
平
「
京
画
壇
と
鶴
沢
派
」（『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し

て
』（
展
覧
会
図
録
）
所
収
）、
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。

（
5
）
野
口
剛 

1
、「
鶴
澤
派
研
究
序
論
―
主
に
探
山
と
探
鯨
に
関
す
る
文
献
的
考
察
―
」

（『
朱
雀 

第
15
集
』
所
収
）、
京
都
文
化
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
。
2
、「
京
都
府
立

総
合
資
料
館
蔵
鶴
澤
家
資
料
の
紹
介
」（『
朱
雀 

第
15
集
』
所
収
）、
京
都
文
化
博

物
館
、
二
〇
〇
三
年
。
3
、「
鶴
澤
探
山
の
画
歴
―
失
わ
れ
た
御
所
障
壁
画
―
」

（『
近
世
京
都
の
狩
野
派
展
』（
展
覧
会
図
録
）所
収
）、京
都
文
化
博
物
館
、二
〇
〇
四

年
。

（
6
）
五
十
嵐
公
一
「
鶴
澤
派
に
注
目
す
る
理
由
」（『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』

（
展
覧
会
図
録
）
所
収
）、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
7
）
前
掲
書
注
4
、
5
、
6
。

（
8
）
前
掲
書
注
4
。
四
頁
参
照
。

（
9
）
前
掲
書
注
6
。
一
三
一
頁
参
照
。

（
10
）
前
掲
書
注
4
。
四
頁
参
照
。

（
11
）
右
に
同
じ
。

（
12
）
右
に
同
じ
。

（
13
）
右
に
同
じ
。
右
に
同
じ
。

（
14
）
右
に
同
じ
。

（
15
）
前
掲
書
注
6
。
一
三
一
頁
参
照
。

（
16
）
前
掲
書
注
4
。
五
頁
参
照
。

（
17
）
前
掲
書
注
6
。
一
三
二
頁
参
照
。

（
18
）
佐
々
木
丞
平
『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図
録
）、

京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。
二
五
頁
（
作
品
解
説
）
参
照
。

（
19
）
佐
々
木
丞
平
『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図
録
）、

京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。
三
〇
頁
（
作
品
解
説
）
参
照
。

（
20
）『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。
二
六
〜
二
七
頁
参
照
。

（
21
）『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。
一
四
一
頁
（
作
品
解
説
）
参
照
。
上
記
の
作
品
解
説
に
お
い
て
は
、

参
考
作
例
と
し
て
挙
げ
る
探
鯨
筆
〈
琴
棋
書
画
図
屏
風
〉（
聖
護
院
）
に
つ
い
て
金

箔
及
び
金
砂
子
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
一
方
、
当
該
作
品
の
金
砂

子
の
詳
細
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

（
22
）
佐
々
木
丞
平
氏
は 

『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図

録
、
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。
一
七
頁
参
照
。）
の
中
で
、
砂
子

に
つ
い
て
「
赤
金
」
と
「
青
金
」
と
の
二
種
類
の
素
材
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
記

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
自
身
も
現
物
調
査
の
際
、
砂
子
の
表
現
に
色
味
の
異
な
る
二

種
類
の
素
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
23
）
前
掲
書
注
4
、
5
、
6
。

（
24
）
野
口
剛
氏
は
「
鶴
澤
派
研
究
序
論
―
主
に
探
山
と
探
鯨
に
関
す
る
文
献
的
考
察
―
」

（『
朱
雀 

第
15
集
』
所
収
、
京
都
文
化
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
。）
の
中
で
『
月
堂

見
聞
集
』
巻
之
八
、「
女
御
々
殿
御
絵
之
間
」
の
条
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

『
続
日
本
随
筆
大
成 

別
巻 

近
世
風
俗
見
聞
集
2 

月
堂
見
聞
集 

上
』吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七
年
。
三
二
四
〜
三
二
八
頁
参
照
。

（
25
）
前
掲
書
注
4
、
6
。

（
26
）
前
掲
書
注
5
、
6
。

図
版
出
典

（
図
1
）
小
山
勝
之
氏
よ
り
鈴
木
が
許
可
を
い
た
だ
き
、
吉
田
が
撮
影
を
行
っ
た
。
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（
図
2
）『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図
録
）、京
都
大
学
文

学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。
一
六
・
一
七
頁
。

（
図
3
）『
京
都
御
所
ゆ
か
り
の
至
宝
』（
展
覧
会
図
録
）、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
九

年
。
二
四
六
・
二
四
七
頁
。

（
図
4
）『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
）、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。

一
四
・
一
五
頁
。

（
図
5
）『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図
録
）、京
都
大
学
文

学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。
二
六
・
二
七
頁
。

（
図
6
）『
江
戸
期
の
京
画
壇
―
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
』（
展
覧
会
図
録
）、京
都
大
学
文

学
部
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。
三
〇
頁
。

（
図
7
）『
彩
〜
鶴
澤
派
か
ら
応
挙
ま
で
〜
』（
展
覧
会
図
録
）、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。
一
〇
頁
。
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図1　〈西王母東王父図屏風〉

図2 1　鶴澤探鯨筆〈琴棋書画図屏風〉（聖護院）　右隻

図2 2　鶴澤探鯨筆〈琴棋書画図屏風〉（聖護院）　左隻
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図3 1　山本素軒筆〈琴棋書画図屏風〉（宮内庁京都事務所）　右隻

図3 2　山本素軒筆〈琴棋書画図屏風〉（宮内庁京都事務所）　左隻
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図5　鶴澤探索筆〈唐人物図〉（雲華院）

図4 1　鶴澤探山筆〈琴棋書画図屏風〉（七宝庵コレクション）　右隻

図4 2　鶴澤探山筆〈琴棋書画図屏風〉（七宝庵コレクション）　左隻
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図
6　

鶴
澤
探
索
筆
〈
松
鶴
図
〉（
洛
東
遺
芳
館
）

図
7　

鶴
澤
探
山
筆
〈
松
鶴
図
〉（ 〈
寿
老
人
松
鶴
竹
鶴
図
〉
の
う
ち
、
七
宝
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
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A Research on the Works of Art from the Koyama Family Ⅲ:  
the Folding Screen of the Four Accomplishments 
by Turusawa Tangei (Shogo-in collection)

Hisao SUZUKI 
Takuji YOSHIDA

Abstract

Since May 2014, the Koyama family art collection in Kyoto has been studied as part of museology 
courses, with the current focus being on a pictorial analysis of the collection. The Folding Screen of the 
Four Accomplishments by Turusawa Tangei (Shogo-in collection) has been specifically examined to gath-
er information regarding the Folding Screen of the Xiwangmu (Seioubo) and Dongfang shuo (Tououfu)  
(Koyama collection). The importance of this type of research has been that Museology Ⅱ students have 
had the opportunity to conduct research in-situ. In this paper, the Museology Ⅱ Training Report and the 
research report from Shogo-in are presented and discussed.

Keywords: the Koyama family, fueler, Shogo-in, museology, folding screen




